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第４学年 理科学習指導案

１ 単元名 「人の体のつくりと運動」

２ 単元について

(１) 教材観

この単元は,３年生の「身の回りの生物」の学習において,昆虫や植物の体のつくりや育ち方の学

習から，５年生の「動物の誕生」，６年生での「人の体のつくりと働き」につながるものである。

また，４年生の「季節と生物」の学習では，季節の変化と動物の活動や植物の成長の様子との関係

を学習し，保健の「体の発育・発達」の学習では，思春期における発育・発達についての学習を行

っている。本単元では，人や他の動物の体の動きを観察したり，資料や模型を活用したりして，骨

や筋肉のつくりや働きとそれらの動きとを関係付けながら調べ，人の体のつくりと運動との関わり

について考えをもつことができるようにする。また，観察，実験などに関する技能を身につけると

ともに，生命を尊重する態度，主体的に問題解決しようとする態度の育成を図るようにする。

(２) 児童観

本学級の児童は，４月以降，学校にある木の中で自分が観察する木を決めて，その木やその木の

周辺の生き物の様子の観察を行い，季節と生物の関係を調べている。「地面を流れる水のゆくえ」

や「電気のはたらき」の学習では，自然の事象・現象について予想を立てながら意欲的に調べる活

動を行い，その結果を比較しながら，友達と協力して事象・現象に関する理解を深めることができ

た。ただ，実験の結果から事象・現象への理解を深める際，その関係性を考察する過程において，

正確に情報をつなげることができる児童とそうでない児童がおり，理解の度合いに差が生じている

面がある。知識・技能に関する基礎的な内容については，丁寧に児童の理解の状況を把握しながら，

学習活動を進めていくことが必要である。

(３) 指導観

児童は，普段何気なく動かしている自分の腕などの関節のしくみについて，あまり深く考えたこ

とがないと思われる。そこで，人の体には骨と筋肉があり，人が体を動かすことができるのは，骨

や筋肉の働きによるものであることを捉えることができるようにするために，関節を固定し，日常

的に行っている行動を行うなどの体験をして，普段動かしている自分の骨や筋肉，関節の役割の重

要性に気付かせ，体を動かす仕組みについての興味を持たせるようにする。その上で，関節の動き

が骨や筋肉のどのようなつくりによって，なされているのかを予想し，模型で実験したり，自分の

体を観察したりして，骨や筋肉の働きについて調べる活動を行い，人の体には，骨と筋肉があるこ

と，関節で曲がること，骨や筋肉の働きで体が動くことを捉えることができるようにする。また，

身近な動物の映像や資料，人の様々な動きの映像や資料などを調べ，身近な動物の体の骨と筋肉の

しくみを人とを比較しながら，動物も人と同じように骨と筋肉があり，その働きで体を動かしてい

ることを考察する活動を行う。このような探究・思考の過程を通して，科学的な思考力や表現力を

育てたい。

３ 単元の目標

運動している時の人や他の動物の体の動きについて，骨や筋肉のつくりと働きに関係付けながら

調べていくことで課題を見いだし，体のつくりと運動との関わりを調べる活動を通して，それらに

ついての理解を図り，観察，実験などに関する技能を身に付ける。また，主に既習の内容や生活経

験を基に，根拠のある予想や仮説を発想する力や生命を尊重する態度，主体的に問題解決しようと

する態度を育成する。
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４ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①自分の体を触ったり，骨の模 ①運動しているときの人の体 ①人の体のつくりについて進ん

型，資料などを活用したりし の動きから，腕の中の骨や で関わり，他者と関わりなが

て，体の曲げられるところを 筋肉がどのようになってい ら，運動とどのように関係が

調べている。 るか予想したり，仮説を立 あるかを調べようとしている。

②人の体には骨と筋肉があり， てたりして表現している。 ②人や他の動物の体のつくりと

人が体を動かすことができる ②他の動物の体のつくりや体 運動について，学んだことを

のは，骨や筋肉の働きによる を動かすしくみについて， 学習や生活に生かそうとして

ことを理解している。 人と関係付けて考察し，自 いる。

③他の動物の体のつくりや，体 分の考えを表現している。

を動かすしくみについて，資

料を活用して調べている。

５ 指導と評価の計画（全７時間 本時４／７）

時間 ねらい・学習活動 重点 記録 評価規準・【評価方法】

○ものをつかんで動かしたり，歩いたり 態 ・運動しているときの人の体の動き

１ するときの自分や友達の体の動きを観 ① に興味をもち，他者と関わりなが

察したり，関節を固定して動く体験を ら，体のつくりと運動との関係を

したりして，体のしくみと運動との関 進んで調べようとしている。

係についての問題を見いだす。 【行動観察】

問題 体の中で曲げられるところは，

どこにあるのだろう。

○体の中で曲げられるところを調べ，骨 知 ○ ・自分の体を触ったり，骨の模型を

２ と関節の関係，関節と体の動きの関係 ① 活用したりして，体の曲げられる

を考察する。 ところを調べている。

【記述分析】

結論 ほねとほねのつなぎ目のところ

で曲がる。この部分を関節とよぶ。

○模型から，骨だけでは体が動かないこ 思 ○ ・運動しているときの人の体の動き

３ とを確認し，運動している時の体の動 ① から，腕の中の骨や筋肉がどのよ

きや，自分の腕の硬いところ，柔らか うになっているか予想したり，仮

いところ，曲がるところを観察し，腕 説を立てたりして，自分の考えを

の骨や筋肉がどのようなつくりになっ 図や文を使って表現している。

ているのかを調べ，腕の骨と筋肉のし 【記述分析】

くみや動きを予想する。

問題 どのような体のしくみで，うで

を曲げたり，のばしたりできるのだ

ろう。
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○体を動かすときの筋肉の動きについて 知 ○ ・人の体には，骨と筋肉があり，人

４ 模型を使ったり，自分の体を触ったり ② が体を動かすことができるのは，

本時 して調べる。 骨や筋肉の働きによることをとら

えている。

結論 きん肉がほねとほねをつない 【行動観察・記述分析】

でいて，きん肉をちぢめたり，ゆる

めたりすることで，うでを曲げたり，

のばしたりすることができる。

○他の動物の体のつくりや体を動かすし 知 ○ ・腕以外の体を動かすしくみや他の

５ くみ，人の腕以外の体のつくりや動き ③ 動物の体のつくりや体を動かすし

について，映像や模型，資料を使って くみについて資料を活用して調べ

調べ，人や動物の体を動かすしくみに ている。

ついての自分の考えを図や文章で表現

する。 【行動観察・記述分析】

○他の動物や人の体のつくりと運動につ 思 ○ ・他の動物の体のつくりや体を動か

６ いて調べたことをまとめる。 ② すしくみについて，人と関係づけ

て考察し，自分の考えを表現して

いる。

【行動観察・記述分析】

○体のつくりと運動について調べたこと 態 ○ ・人や他の動物の体のつくりや運動

７ と身近な生活の中で関係していること ② について学んだことをこれからの

を見つけ，これからの生活に生かせる 学習や生活に生かそうとしてい

ことを考える。 る。

【記述分析】

６ 本 時

(１) 目 標

腕を動かすときの骨と筋肉の働きについて，自分の予想を模型を使って確かめたり，自分の体に

触れたりして調べ，腕を動かすことと骨や筋肉のしくみを関係づけて考え，人の体の動きは，骨や

筋肉の働きによることを理解することができる。

(２) 展 開

時間 学習活動 指導上の留意点 学習活動における 評価方法
具体の評価規準

５分 １ 本時の課題を確認する。 ○児童それぞれの予想と活動内

容を確認する。

20分 ２ 予想を確かめる実験を ○実験を行う上での安全確認を

行う。 行い，実験の準備を行うよう

（１）曲げたり伸ばしたり にする。

する動きを考える。 ○筋肉の位置，動きに着目して

（２）各自の実験結果をま 考えられるようにするため

とめる。 に，確認と助言を行う。

問題 どのような体のしくみで，うでを曲げたり，のばしたりできるのだろう。
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15分 ３ 実験結果が分かる映像 ○一覧表で，結果を確認する。 【知】 記述分析

やワークシートをタブレ ○一方の筋肉が「縮む」ために 人が体を動かした 行動観察

ットに取り込み，それら は，もう一方の筋肉が「ゆる り，支えたりする

をもとに考察したことを む」必要があることに着目す ことができるの

タブレットに書き込む。 る。 は，骨や筋肉の働

その後，タブレットに記 ○自分の予想や友達の予想とと きによることを理

述したものをもとにグル 照らし合わせて考察できるよ 解している。

ープなどで話し合う。 うに声かけをする。

５分 ４ 実験結果から分かった ○本時の学習の振り返りができ

ことを全体で確認する。 るようにする。

(３) 評価及び指導の例

「十分満足できる」と判断され 人が体を動かすときの，骨や筋肉の動きや変化を正しくとらえ，

る状況 体の動くしくみを理解している。

「おおむね満足できる」状況を 模型の動きと自分の体の動きを比べながら観察させ，筋肉が伸

実現するための具体的な指導 びたり縮んだりしていることをとらえさせたり，骨や筋肉の働き

が分かる映像資料を用意し，実験結果を一般化させたりする。

結論 きん肉がほねとほねをつないでいて，きん肉をちぢめたり，ゆるめたりす

ることで，うでを曲げたり，のばしたりすることができる。


